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こんにちは。岡田響です。 

連日新型コロナ感染者が増加中。前回やっと緊急事態宣言が解除！って 

言ってたのに、まだまだコロナ対策は気を緩めることができないですね。 

マスク、手洗い、うがい、ソーシャルディスタンス、消毒。継続！ 

ステイホームで様々なオンラインが増え、同時にYouTubeの利用も増えてし 

まった私ですが、そんなところに映画トップガン新作の宣伝が流れました。 

80年代のトムクルーズのヒット作の続編です。軍隊とかにはあまり興味が 

ないのですが、バイクつながりで学生時代に前作のビデオは持っていまし 

た。この映画に出て一世を風靡したカワサキのニンジャっていうかっこい 

いバイクがあるのですが、大学生の私には手の届かないものでした。社会 

人になってやっと買えるようになった頃にはすでに廃盤でプレミアになっ 

てしまい買えませんでした。新作予告にはそれを彷彿させる最新型のすご 

いバイクが登場！しかしこれまたスーパーバイク。また無理だなぁ。。 

そんな一瞬のドキドキがあったのが、緊急宣言解除後の、お店や映画館が 

開き始めたころでした。映画行きたいな。という想いになってましたが、 

後日、上映が12月からと延期になったのを知り、そしてコロナもまた流行 

？ということですっかりお預けモードになってしまいました。 

 一方でコロナは落ち着くまでじっと待てばいい、と言う事でもありませ 

ん。オンラインや非対面など、生活様式や価値観などが変わってしまった、 

などとも言われる中、ペットと家族はどのように変わっていくのか？ 

私たちはどう寄り添っていくのがいいのか？など大切な事も考えます。 

（最近頂いた 「予約制はずっと続くの？」 という質問の答え） 

当院は対面診療に一番重点があります。コロナ禍においても大事な時間を
スムーズに進行させるために予約制を今後も継続します。ご希望あればお
昼時間に往診も受付できます（費用別）。ご協力よろしくお願い致します。 



みんな一緒なら怖くないね！ 
渉ちゃん、パルちゃん、ルルちゃん 

写真をトークに
送ってね↓ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ～うちの子エピソード～ 
昨年交通事故にあった我が家のじゅあくん（犬）は、体はすっかり治った
はずなのに、その後まったく散歩に行きたがらず、家の近くでトイレを済
ませては、震えてもう帰るといい、かなりのトラウマになってしまいまし
た。時が経てば徐々に変わるかと思いきや、まったく変化せず、３ヶ月が
過ぎました。 
 ある日、家族全員でお出かけするので置いていかれるよりはましと、
じゅあはいつものように嫌々ながら散歩していると、かわいいチワワの女
の子に出会いました。その子はじゅあを見つけると、近寄ってきて少し顔
を近づけて、クンクンする間もなく、くるっと回ってじゅあの顔に向けて
プリっとおしりを差し出したのです。 
！！（←私たちとじゅあの反応。） 
まるで、「どうぞ、嗅いでいいわよ。」といってるみたい。 
これは、犬の挨拶ですが・・・たいていの場合、鼻を近づけてお互いクン
クン匂いを嗅いで、どちらかがおしりの匂いを嗅ぎ、許されるともう片方
の子も匂いを嗅いで確認する。（何を確認してるかは定かではない。色々
確認していると想像すると面白い。。。）こんな挨拶初めてだ・・ 
 それで、じゅあはクンクンさせてもらい、かと言ってチワワちゃんが
じゅあの匂いを嗅ぐこともなく、「じゃあね！」とご機嫌な様子で飼い主
さんと行ってしまいました。思わず、私たちはプッと笑ってしまいました。 
 そのことがきっかけで、じゅあは“匂い”に再び目覚め、また散歩で匂
い嗅ぎを始めたのです。しかし、この時点ではまだ散歩に積極的になった
わけではありませんでした。 
しばらくたってから、試しに室内ドッグランに連れて行きました。すると、
匂いを嗅ぐ楽しさ？、犬同士のふれあい（とはいうものの、うちの子は決
してフレンドリーではない。）を感じたのか、その日以来、明らかに散歩
に行きたがるようになり 
今ではこっちが忙しく、早く帰りたいと思っても 
「まだまだ足りないよ。もっと行こうよ！」 
というようになったのです。 

            
               無事に８歳になりました！ 
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床で寝ちゃだめ 
 中医学（≒漢方医学）の教えの中に、「気・血・津液（水）」 
という、大きな柱になる部分があります。これらの要素がからだを 
巡っていて、心と体の健康を保っている、と考えられています。 
 「じめじめとした時期は体にこたえる」という状況がおこる。 
というのは、体の中の津液（しんえき）という水の代謝（血液以外の体液の代
謝）に、梅雨などこの時期は湿気が深く関係していて、「湿邪」（湿気による
体への悪い影響）によって「水滞」（水毒：水分停滞による代謝異常）が起こ
りやすく、むくみやめまい、からだのだるさ、下痢や頻尿、鼻汁や痰、関節炎、
食欲不振や手足の冷えなど、体の水のトラブルへつながると考えられています。 
そして、お部屋の中では下の方（床）に、湿気による「湿邪」が溜まりやすく、 

「床でゴロゴロしていると湿邪にまみれやすい」 
と言われるのです。私は床でゴロゴロしてしまうので、ちょっと意識して体調
管理しないとな、と思いました。また、コロナで家にいるので、食べ過ぎや飲
み過ぎになりがちだったりするのも気をつけなくてはいけません。 
 ペットの場合は湿邪の影響もあるかもしれませんが、汗がたくさん出ません 
し、一年中毛皮を着ていますので、もう少し注意が必要です。 

動物は寒さよりも暑さの方がずっと弱いです。 
ですので、梅雨あけで暑い日が続くようになったら、早めにエアコンのスイッ 
チを入れて下さい（直接冷風が当たるような環境にはしない方がいいですよ）。 
熱中症は進行があっという間です。ハァハァしてればわかりやすいですが、そ 
ういう時ばかりでもないのが実際です。そして「暑邪」は脱水が深く影響して
きます。水の代謝がやはり大事ですね。尿の回数や軟便・下痢・便秘などこれ 
らの状態把握がペットの体調管理につながります。夏休みにもなりますので、 
家族みんなでいつも観察しながらお世話してあげましょうね！ 

手術用の保温装置を新しくしました 
全身麻酔をして手術や検査などを実施する時の合併症として 
体温が下がりすぎてしまう低体温症があります。低体温症は 
麻酔の覚醒遅延や悪寒・冷感、出血傾向などの変化がおこり、 
手術の際によくない合併症へとつながるわけです。 
普通の手術でも下がる時は下がってまうので、手術を実施する 
側は常に体温維持に努め、手術を実施しながら様々な手段を 
とって体温低下を阻止するわけです。動物用保温機も進化して 
おり、以前から気になっていた最新温風タイプのものを導入 
しました。手術時には全身の神経を使い倒すので、患者の安定化 
が増すと、術者の負担が減るんです。麻酔覚醒も早くなります。 
下の写真は先日行った師匠の病院の手術室ですが、たまたま同じ 
タイプの機械が、同じように手術台の下にセッティングされて 
いました。やっぱりそうだよなぁ。って思いました。 


